
株式会社5カラトミー
〒124-8511東京都葛飾区立石 7-9-10

タカラトミーでは「子どもたちに安全で楽しいおもちゃと夢を」を第一に者えております。そのため、常に
製品に対し研究、改良を行っており、お買い上11時期によって同一製品の中にも多少異なるものや、パッ

ヶージの写真やイラストなどと異なる滉合がございますがご了承ください。製品につきましては、万全の
注意をはらって製造に当たっておりますが、万ーお気付きの点がございましたら下記までご連絡ください。

5カラトミーワIIJーフお客様相談室おかけ閻違えのないようこ注意ください
製品の修理などについては下記お客様相談室までお問い合わせください

~ . 0570-041031悶醤雪尉笞悶日を除く） I|クカラトミーサポート1国道
本製品のお客様サポートは日本国内でのご購入かつ日本国内からのお問い合わせに限ります。
(Customer service is only available in case this product purchased in Japan and inquired from Japan domestic.) 

●たのしいタカラトミーの情報はインターネットでwww.takaratomy.co.jp c TOMY 

心 注意（ちゅうい）

●この商品は対象年齢l5オ以上です。小さなお子様には絶対に与えないでください。●小
さな部品がありますので、誤って飲み込むなど思わぬ事故の危険がありますので小さなお
子様には絶対に与えないでください。●尖っている部品があります。取り扱いには十分注意
してください。●付属の武器で人をつつく、たた＜等の乱暴な遊びをしないでください。
●ロボットの関節などに指をはさまないようこ注意ください。●ぷつけたり、振り回すなど
の乱暴な遊びをしないでください。●可動部のスキマには指などを入れないでください。は
さまれてケガをする恐れがあります。●この製品には小型の磁石が含まれます。磁石を飲み
込んだ場合は、腸壁を超えてくつつき、深刻な感染症を起こす恐れがあります。万一、磁石を
飲み込んだ場合にはすぐに医師の診察を受けてください。●プラスチック袋を頭から被っ
たり、顔を覆ったりしないでください。窒息する恐れがあります。●不測の事故の恐れがあ
りますので、こ使用後は3オ未満のお子様の手の届かないところに保管してください。

〈使用上の注意〉0•こ使用の前に「取扱説明書 （本書）」をよくお読みください。また読み終わった
後は必す保管しておいてください。〇各バーツは無理に曲げたり、引っ張ったりしないでくださ
い。0ダイアクロン隊員の足裏にマグネットを使用してあります。テレビ、ゲーム機、時計、バソ
コン、磁気ディスク、携帯電話やデジタルカメラなどの磁気記録方式の製品には近づけないでく
ださい。磁気で機能異常が起こる場合があります。0本体を上から押し付けないでください。本
体が倒れたり、部品が外れたりする場合があります。〇本体をディスプレイする時は、本体が倒
れる恐れがありますので不安定な場所にディスプレイしたり、安定性の悪いポージングでディ
スプレイしないでください。〇本体を持ち運ぶ際は取付けた部品等を持たす、本体をしつかりと
持って運んでください。〇製品の仕様上、変形の動作を行うと彩色部が剥がれたり、色移りする
場合があります。また変形時や部品のつけ外しの際に部品が白くなる事があります。予めご了承
ください。〇本製品を樹脂製の家具等の上に長時問置くと色が移ったり、貼り付いたりする場合
があります。〇包装材は開封後はすぐに捨ててください。



竺。卜竺竺竺翌雲茫 ①コックピットハッチを開きます。

②ダイアクロン隊員を乗せます。

③コックピッ トハッチを閉じます。
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足に磁石が組み込まれています。

磁石を利用して鉄板などの上に

立たせることができます。

が外れることがあります。

[I]加直AX1

固血直BX1

固加亙CX2

④腹部土叶•XZ

固 脚部ユニットX2

画飛行ユニットX1

⑦ ボしツにコアAX2

固ボしットコアBX2

画戦闘指弓匿 X1

⑲ Vムー／t-m価 X1

肛l君器RX2

⑱ 君器BXS

囮 ジョイントバーツRX2

⑭ジョイントバーツBX2

固 ダイアクロ刀躍舅 XS

●ltンフしットX1

●取扱脱囮●(m●)X1

①コックピットハッチを開きます。

Rダイアクロン隊口を乗せます。

③コックピットハッチを閉じます。
出ダイアクロン隊員を後部座席に頚せる

ことができます。 ポレットコアBに武器Bを取り付けます。 主翼を開きます。



1戦闘指令車の変形 1

ジョイント

①キャノピーを開きます。

②アンテナを起こします。

③ダイアクロン隊員を乗せ、キャノピーを閉じます。
;；；ダイアクロン隊員を 2体果せることができます。

|vムーバーの格納 I
Vムーバー格納時は

固の位置に問の突起を合わせます。

①Vムーパーの先端を倒します。

②リアハッチを開けます。

③Vムーパーを本体Aにジョイントし、格納します。

>>> 

リアタイヤを後ろにスライドさせます。

ハッチを閉じると、連動してVムーパーが格納されます。

1バワードスーツ（別売）の格納 I

パワードスーツ（別売）格納時は

図の位置に腕側面を合わせます。

バワードス.:....ツ（別売）を図のように変形させ、

背中のジョイントを合わせて格納することができます。
出マニューバシリーズはマニューバガンマのみの対応です．

Iコンポジット ドリルクラッシャーの分解I

A
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腕部ユニットから ドリルバーツは図のように

ドリルバーツを取り外します。分解することができます。

①戦闘指令車を本体Aにジョ イントし、取り付けます。

②武器Aを本体Aにジョイントし、取り付けます。

ジョ-イント

ジョイント

ポレットコアA（武器装備）を飛行ユニッ トにジョイントし、取り付けます。

曰

一a
 

主翼先端の図のバーツを起こします。
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翼の先端同士を
ジョイントします。

嗣部ユニット（左）

①高機動型戦脱機の翼部をたたみ、ジョイントで固定します。

②腕部ユニットを高機動型戦闘機にジョイントし、取り付けます。

①図のバーツを持ち上げます。

②掌を180度回転させます。

③図のバーツを下ろします。

日 Iレイドチェンバー（別売）の取り付l:t|

" 1バワー ド01-Vとバワー ド02-Vの合体 I

戦闘指令車のアンテナを倒した状態から始めます。

高機動型駐闘機

バワード01-V

①腕部ユニット（左右）をスライドさせバワード01-Vの

ジョイントに押し込み、取り付けます。
← 

バワード02-Vをバワード 01-Vにジョイントし、取り付けます。 1②高機動型戦闘機を取り外します。

P3の「戦闘指令車への
搭乗」を参考にアンテナ
を図のように起こします。

クローラ一部全体（左右）を 90度倒します。

E
-

①武器Aを90度起こします。

R武器Aの砲身を伸ばします。

③図のバーツを倒します。

①腕部ユニット（左右）を90度倒します。

②図のバーツを90度起こします。

ロ
高視動型較闘讀濯 、

ジョイント

高機動型戦闘機をバワード01-Vにジョイントし、取り付けます。

g
 

高機動型戦闘機の主翼を開きます。



＂孟砧孟溢、悶塁土。

I ン

ポレットコアA

ジ3イント

ポレットコアAを本体Bにジョイントし取り付けます。

a nパワード 03•Vの工程Dの状態から始めます。

①アームを180度回転させます。

②ミサイルポッドを90度起こします。

③図のバーツを起こします。

a 

図のバーツを起こします。

日 |ジョイントバーツBの取り付l:t|

壼[れ
＂メックモード ：ランドウォーカーの工程＂の状態から始めます

後ろから見た図
0|a 

①図のバーツを下ろします。

誓：；：：（左右）を 必 去冗丑況口

ジョイントパー

躙ヽッ

P5の「コンポジットドリルクラッシャーの分解」を参考に
取り外したドリルバーツをジョイントバーツBで取り付ける
ことができます。

Iパワークローの展開I |アームの出し方I

バワークロー（左右）を展開させることができます。

①アーム全体を 180度回転させます。

Rアームハンドを展開させることができます。

脚部ユニットとジョイント
バーツAを酒脱する際は
スイッチを押しながら
行います。

、/̂ y7'"‘“→十鼻、

ジョイ

ジョイント

ジョイントバーツAをバワード03-Vのジョイントに取り付け、

脚部ユニットをジョイントバーツAに取り付けます。

a 

バワード02-Vをジョイントし、取り付けます。



①腕部ユニット（左右）を矢印の方向にスライドさせ取り付けます。 ①腕部ユニッ ト（左右）を90度倒します。

②高機動型戦闘機を取り外します。 ②腕部ユニッ ト（左右）の前腕部を伸ばします。

③ポレットコアAをバワード03-Vにジョイントし、取り付けます。1③掌を180度回転させます。

ロ

①掌を90度回転させます。

②図のバーツを起こします。

上腕バーツを図のように動かします。

E
-
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ぶ
lジョイン トバーツAの取り外

矢印の方向に傾ける

ように外します。
l ' 

①ボレットコアAを取り外します。

②ジョイントバーツAのついた脚部ユニットを取り外します。

③図のバーツを下げます。

飛行ユニットをジョイントし、取り付けます。

脚部ユニット

①本体Cをジョイントし、取り付けます。

②脚部ユニットを本体Cにジョイントし、取り付けます。

③アームを180度回転させます。

a 飛行ユニッビJョイノJョイ

翼の先端同士を
ジョイントします。

ボレットコアB（武器装備）を飛行ユニットにジョイントし、

取り付けます。

.1ヽ



本体C

ジョイント外し、図のバーツを開きます。

ポレットコアB（武器装備）を脚部ユニットにジョイントし、

取り付けます。

①メガクラッシャーを下に倒します。

②図のパーツを起こします。

②キャノンを図のように倒します。

日
本体C

脚部ユニットは

図のスイッチを押し

ながら取り付けます。

（外す時も同様）

脚部ユニットを本体Cにジョイントし、取り付けます。

口

4吟亨aa ①アーム本体を起こします。

②ハッチを左右に間きます。
磁ジョイントを起こす事により．ポレット
コアなどを取り付けることができます。

各ボレッ トコアを

取り付けることがきます。g 
|アームの展開・ 可動I

アーム本体のジョイントを外し、展開・可動させることができます。

1バワー ド04の連結 I

後ろから見た図

アームを 180度回転させます。

≫〉

,n-

|DA65バトルコンポイV-MAXのコンテナ（別売）との連結I

①タラップを上げます。

②タラップをコンテナ（別売）にジョイントします。



P7のバワード03-Vの工程E】とバワ＿ド04-V・05-Vの
完成状態から始めます。

"1 バワード 04-V• O5-Vの連結 1
曰

パワード03-V

口

①リアクローラー側面の連結バーツを起こします。

②連結バーツを差し込んでジョイントし固定します。

日

各砲身の角度を

調整します。

①戦闘指令車を取り外します。

②図のパーツを 180度回転させます。

ントし、

口‘

①ポレットコアAを飛行ユニットにジョイントし、取り付けます。

②図のバーツを起こします。

E】

R
 

①腕部ユニット（左右）を本体Aのジョイントに押し込み、

①ポレットコアAを取り外します。 取り付けます。

②バワード02-Vをバワード 01-Vにジョイントし、取り付けます。 ②飛行ユニットの主翼を広げます。

③図のバーツを下ろします。 1 ③武器Aを起こします。

戦闘指令車の連結バーツを下ろします。

口

ガイアバワードのフックに

戦闘指令車の連結バーツをかけ、連結します。

E】 E
-



＂ガイアクエイカ ーは完成状態、
バワード01-VはVムーパー格納状態から始めます。

飛行ユニットと腕部ユニット（左右）を取り外します。

口

胸部ハッチを閉じるとヘッドユニットが連動します。

f 璽
院邸ユニッ ト（左）

①本体Aの図のバーツを倒します。

②腕部ユニット（左右）を本体Aにジョイン トし、取り付けます。

a 

①ヘッドユニットハッチを開けます。

②胸部ハッチを開きます。

③図のバーツを回転させます。

ロ

①図のバーツを180度回転させます。

②図のバーツを180度回転させます。

E
-

ジ3イント

上半身を下半身にジョイントして連結します。

図のバーツを下げます。

|フェイスガードの開閉I

が 心 9/
暉 部を左右に開きます。

②フェイスガードを折りたたみ、類部を閉じます。
※変形させにくい場合は．爪楊枝など先端の11Bい樟を使って変形させてください。

lバイザーの開閉I

會
｀

≫> 

a 

①因のバーツを倒します。

饂 器Aを取り付けます。

図のレパーを下げると、パイザーが開きます。 - -― 



1武器Aの変形 1 a 日

武器Aの砲身を伸縮させることができます。

Iヘッドユニットの格納I

①胸部ハッチを開きます。

②ヘッドユニットを押し込みます。

v>＞
 

①ヘッドユニットハッチを閉じます。

②胸部ハッチを閉じます。

>>> 
①図のバーツを回転させます。

R図のバーツをしっかり抑えながら
'―̂＇よ っし＝9ー

＂ ピッグバワードGVくヴァースキャリバー＞
（決戦モード）の完成状態から始めます。

①脚部を閉じます。

②武器Aを倒します。

③図のバーツを下げます。

1連結ジョイントの展開 I

脚部内側の運結バーツを

図のように展開します。

①脚部を90度起こします。

②図のバーツを倒します。

①ポレットコアB（武器装備）を本体に取り付けます。

②キャノンを回のように持ち上げます。

③ミサイルポッド（左右）を90度倒します。

a 

①戦闘指令車を取り付けます。

P14の「連結巡航モードヘの変形」 E】 • El を参照。
②腕部を図のように調整します。

E
-

①ポレットコアAを取り外します。

②主翼を図のように起こします。

③ポレットコアBを飛行ユニットにジョイントし、取り付けます。



口

①飛行ユニットを本体のジョイントに取り付けます。

②ミサイルボッドの砲身（左右）を開きます。

＂ヒ ・ッグバワード GVくヴァースキャリパー＞
（決戦モード）の完成状態から始めます。

①ミサイルポッド（左右）を90度倒します。

②掌を90度回転させます。

③武器Aを図のように下ろします。

口

a 

①掌を図のように回転させます。

R胸部ハッチを開きます。

③ヘッドユニットを下ろします。

a 

①腕部を90度起こします。

②ヘッドユニットハッチを閉じます。

ロ

①回のバーツを縮めます。

②武器Aの砲身を伸ばします。

③ミサイルハッチを開きます。

ロ

②図のバーツを開きます。 ＼ク



口 口

ジョイント

イント

①脚部を図のように開きます。

②ポレットコアBを本体のジョイントに取り付けます。

口

Pl2の「リペアペースモードヘの変形」の手順を参考に脚部を展開します。

a 

飛行ユ Jョイノ〗9F覧賢色

ポレットコアA、飛行ユニットを各ジョイントに取り付けます。

①飛行ユニットの

図のバーツを起こします。

RポレットコアA、ボレットコアBを

各ジョイントに取り付けます。

ボレットコアB忍 （一 飛行モード）

＇ ポレッ トコアA

a
 


